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保元 ･平治の乱,頼朝挙兵,平家滅亡--あるいは彼自身が, ま き こまれていた宮廷サ
ひぐちとみ こうじ
ロンの盛衰を,なぜこうもあっさりと実車殺 したのか｡そして,なぜ,｢桶口富の小路とか



























































が [Brandes1887:122-133],インドの癒 しや健康法について触れらることはなかった｡ 同様














































































































































































1987:74-75]｡これらに加えて,植民地政府が全 く予想 していなかった病 も登場 し,多数の命
を奪った｡すなわち,1918年に世界的規模で猛威をふるったインフルエンザはインドネシアを
も襲 い, これ に よ り約 150万 人 もの人 が死 亡 した と見 積 も られ てい る [Brown1987:



























結核 (sakitbatok),療病 (sakitkuta),天然痘 (ketumbohan)
XI 脳精神疾患











である｡ ここではズワ-ン (氏.vanZwaan)が20世紀初頭,ミナンカバウ (Minangkabau)族の
住む中部スマ トラのタルク (Taluk)とグヌン･サヒラン (GunungSahilan)を中心とした地域
でおこなった調査記録をひとつの事例として示 しておこう (表 1)｡ 表 1は,ズワ-ンが現地














































資料に現れるインドネシアの人々の癒 しには,宗教的色彩が色濃 く見られるのである｡ 病と癒
しにかんするこのような観念は,現在でもある程度は受け入れられている｡たとえば,1980年
代にマ ドゥラ島で人類学的立場から住民の医療を調査 したジョルダーン (RoyEdwardJordaan)
によれば,マ ドゥラ人の間では現代においても医療 ･魔術 ･宗教の三者は不可分な一体である
と考えられている [Jordaan1985:162]｡
以上の事情を考えると,インドネシアの人々は新 しい宗教を受容 した際,より強力な癒 しの
力を期待 したであろうことは十分推測できる｡ 東南アジアにおける宗教の受容と癒 しの関係に



























































































































































に病を患ったとき,彼はジャワ人 ドゥクンが処方 したジャム-を全て拒否 し,スラカルタ





























































































































































































































質を含んでいた｡18世紀末から19世紀初頭にかけてスマ トラに滞在 したマルスデン (W此am
Marsden)は20種類以上の生薬を確認しているが,その中には "熊の肝"(ampadubruang)も
含まれていた [Marsden1811:108] ｡ また,20世紀初頭の中部スマ トラでは熱冷ましの薬とし
て,コウモリ,馬,象の排壮物が,目の病の薬として水牛と山羊の角,鶏のトサカからとった
血が,蛇暁の治療に虎の爪,クモの頭,水蛇の脂,白蟻,黒蟻など,動物から得られる物質も







塩もインドネシアでは薬 として広 く用いられていた｡ ミナンカバウ人,ジャワ人,ブギス
(BugiS)人,マカッサル (Makassar)人の間では,塩水が悪霊を追い払う霊力をもっていると
信じられ,薬として使用されていた｡ヨーロッパでも,かつては塩が悪霊退散のための魔術に









































































































































5) 文字通 りの意味は ｢手足の底の痛み｣｡
も,生薬 を考 える とき,次の点だけは注意 しなければな らない｡
一般 に伝統生薬 は人々の経験 か ら作 られ,使用 されて きた ものであると考 えられている｡ こ
れは,大筋では間違いないか もしれない し,何 らかの薬草 を単品で用いる場合 には妥当であろ
う｡ しか し, こうした理解 は現実的には若干問題が残 る｡住民が用いていた薬草 な どの材料 は
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